
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 4,303,699 3,413,909 3,439,408 3,404,680

事業費

の内訳

令和3年度決算

補修工事費　３，０３６，０２８千円、補修業務費　２４５，９４６千円、その他　５５，１９４千円

令和4年度予算

補修工事費　３，０５８，４００千円、補修業務費　２１６，１００千円、その他　２６，５００千円

人工 15.4 14.2 14.2 14.4

人件費 110,880 102,240 102,240 103,680

事業費 4,192,819 3,311,669 3,337,168 3,301,000

うち特定財源 3,012,014 2,748,400 1,823,232 2,679,000

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

道路法

他都市の状況

全国的に行われている。

実施結果

令和３年度実績
幹線道路オーバーレイ：１０ｋｍ　　補助幹線道路オーバーレイ：１６．１ｋｍ
生活道路補修：１．４ｋｍ　　　　　　歩道補修：１．５ｋｍ
トンネル補修：３施設　　　　　　横断歩道橋補修：１施設
アンダーパス等補修：２施設

事業実施における
工夫点

「傷んでから直す」といった対症療法型の維持管理だけでなく、「傷みがまだ軽微な段階から補修し、できるだけ長
く使い続ける」といった予防保全型の維持管理手法を導入している。

対象者 市民及び道路利用者 開始 平成21 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

道路利用者の安全・安心を確保するため、定期点検結果等に基づき、補修を実施する。

長期

「札幌市幹線道路等舗装補修計画」等の各種道路施設別補修計画に基づき、ライフサイクルコストの最小化や事
業の平準化等を実施して、計画的、効率的な維持管理を行う。

取組内容

道路利用者の安全・安心を確保するために、「札幌市幹線道路等舗装補修計画」（平成２４年３月策定、平成３０年
３月改定）等の各種道路施設別補修計画に基づき、舗装・トンネル等といった各種道路施設の補修を計画的に実
施する。
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

● 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
計画的に補修を実施し、道路利用者の安全・安心を確保している。予防保全型の維持管理を行っていくため
に、引続き計画的に補修を行っていく。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

計画に基づく補修を着実に実施していく。

予算
計画に基づき、予防保全型の維持管理を着実に実施していくため、予
算を拡充する必要がある。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

幹線・補助幹線に係る現舗装補修計画を改定し、さらに生活道路等
の小規模道路舗装補修の在り方を加えた、新たな舗装補修計画によ
る維持管理手法を検討中。

見直し効果額
（前年度）

0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

計画に基づく補修を着実に実施していくため、予算の確保に努める。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

定期点検や日常パトロール結果等に基づき、補修の必要な箇所を道路種別や補修規模、さらに
緊急性等を加味して、各種道路施設の効率的・効果的な補修の実施に努めている。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

定期点検や日常パトロール結果等に基づく各種道路施設の補修を着実に実施することで、道路
利用者の安全・安心を確保している。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

各種道路施設について、計画的に補修を実施することで、道路利用者の安全・安心を確保してい
る。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

国や他自治体と同様に、最新の定期点検結果に基づく補修計画の見直しを適宜行いながら、こ
れに基づく補修を実施することで道路利用者の安全・安心を確保している。
予防保全型の維持管理を行っていくために、引続き計画的に補修を行っていく必要がある。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

293km

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 幹線・補助幹線舗装補修延長（累計）

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

229km 255km 255km


